
41年度も新製品の開発が活発に行なわれたが,電子管関係で特

筆すべきは90度偏向19形カラーブラウソ管に希土塀蛍光体および

新形電子銃の採用による性能向上ならびに量産技術の確立である｡

また白黒テレビ用プラウソ管については,補強形品種の開発を積

極的に行ない,その量産技術を確立した｡受信管および工業用電子

管の開発も積極的に行なわれ,輸出の比重はますます高まって

いる｡

送信管では,カラー放送の発展に備え今後の標準球として高信頼

の10kWTV放送機用終段管8F76Rの開発が特筆される｡その

はか電子計算機用メモリコア,スタックの開発および製品化がより

急速に進み,また薄膜集積回路も電子計算機用としての大量受注に

伴い量産技術を確立した｡

一方半導体関係では近年著しく進展したシリコソの精製,加工そ

のほか種々の新しい製造技術の開発により,低コストで高性能のシ

リコントラソジスク,ダイオードの量産が可能となった｡レジンモ

ールドシリコントランジスタをはじめとして汎用,通信工業用に多

くの製品の生産が軌道に乗ったが,41年度の成果として特に注目

すべきものは,日立製作所独自の表面安定化技術を採用した低雑音

トランジスタと,会計機用レジソモールドトランジスタの製品化で

ある｡そのほかテレビ,アンプ用のシリコソパワートランジスタ･

コンプリメンタリ増幅用およびスイッチング用シリコンPNPトラ

ンジスタの製品化を行なった｡集析回路関係においては,超高速論

理用CML形,会計機用MOS形,高速論理用DTL形のほかテレ

ビ,ラジオ用リニア形半導体集積回路の開発を完了した｡

■ カラーブラウン管新形電子銃の採用

日立製作所のカラーブラウソ管は,わが国ではじめての色調のす

ぐれた稀土叛けい光体を使用したものであるが,今回さらに新構造

の電子銃を採用してその安定度を一段と向上した｡以下に列記する

新形電子銃の特長は,いずれも現在世界長高の水準を行くもので

ある｡

(1)コンパーゼソス経時変化がない｡

カラーブラウソ管では3本の電子ビームをけい光面上で常に一

点に合わせて使用しなければならないが,これが使用中に次第に

ずれてくる現象がみられ,はなはだしい場合には1～2mmもずれ

を生ずることがあった｡数多くの実験により確認した結果主たる

原因はネック管内壁に電荷が蓄積し,これが電子銃の主レンズの

電極間問げきからビームの進路に影響を与えることが明らかとな

った｡新形電子銃ではこの結果に基づき主レンズの周囲を金属性

シールドで囲むことにより,ずれを0.6mm以下とすることがで

きた｡これはシャドウマスクのピッチより小さく実質上まったく

無視できる程度のものである｡

(2)管内放電を起こしにくい｡

カラーブラウソ管は白黒管にくらべ非常に高い電圧を使用する

ため管内放電を起こしやすい｡管内放電は電極表面のわずかな汚

れあるいは微小異物に起因して発生するものなのでこれらを完全

に除去することが必要である｡新形電子銃ではその構造を根本的

に改善し電極をピードガラスで組み立てた後全体を洗浄できるよ

うなものとし,特殊洗浄処理を行なうことによってきわめて有効

に汚れ,異物を除去できるようになった｡この結果管内放電の発

生率を格段に小さくすることができ,安定度が飛躍的に向上した｡

また万一管内放電を起こし

た場合でもこれに起因する

ヒータ断線を起こさないよ

う信蹟度の高い陰極構造を

採用している｡

(3)フォーカス特性がよ

い｡

電子軌道追跡装置による

解析や実験試作により最適

設計寸法を求めたこと,コ

ソノミーゼソスポールピース

を含めた電極設計全般につ

いて再検討し偏向によるフ

ォーカス劣化を最小限に押

えたこと,および電極組立
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図1 従来の電子銃(左)と

新形電子銃(右)
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治具について根本的に改良し精度を向上したことにより,画面の

中央から周辺に至るまで,また小電流動作時から大電流動作時ま

ですべての動作域にわたってバランスのとれた良好なフォーカス

特性を得ている｡

(4)調整が容易である｡

コンパーゼソス調整とビュリティ調整の相互干渉をなくすよう

な電極構造を採用したため,指定の付属部品を併用した場合には

両調整をきわめて容易に行なうことができる｡

■ モリブデン放電加工グリッド

送信管の開発

出力10kW級VHFテレビ放送用送信管8F76Rを開発した｡こ

のクラスの送信管としては現在8F66R(A)が広く使用されている

が,カラーテレビ放送の実施が進むにつれ,性能的にも,信蹟度の

点でも大幅な改良が望まれていた｡日立8F76RはVHF,UHF帝

大電力送信管の性能向上を目的として,最近完成した深絞りモリブ

デソカップを放電加工し,グリッドを形成する技術をわが国ではじ

めて適用した画期的な強制空冷4極管である｡図1はそのグリッド

および外観を示したものである｡

モリブデソ放電加工グリッドはきわめて高度のプレス技術,放電

加工技術が必要とされ,外国にもわずかに一,二の例を見るにすぎな

い｡特殊なプレス技術によってつくられた薄肉深絞り円筒の第1お

よび第2グリッドブランク(図1(a)(b))は,グリッド支持部に同

軸的に重ねてろう付された後に,同時に放電加工によって図l(c)

に示すようなグリッドに形成される｡このグリッドの第1の特長と

して,第1および第2グリッド線が完全に目合せされるため第2グ

リッド電流が小さく良好な電流分配特性をもつことである｡また特

殊なグリッド線径調整工程を開発し均一な特性をえることにも成功

した｡第2の特長は,グリッドは耐熱性で機械的強度の高いモリブ

デン製であるうえ,一体の素材から形成され,溶接点などの熱的機械

的弱点が全くなく,さらに円筒状のグリッド支持部に強固に接合さ

れていることである｡このためきわめて堅ろうであり,動作中の電

極変形が少なく,特性変動,電極タッチなどの危険がいちじるしく

少ない｡

8F76Rは(1)同軸セラミック封止であるため機械的にじょうぷ

で,寸法精度も高い｡(2)同軸封止であるためリードインダクタソ

スが小さい｡しかも,出力静電容量がこのクラスの送信管でもっと

も小さくなるよう設計してあり,高い周波数での特性がよい｡(3)

出力共振周波数が一定値に管理できるように設計してあるため,外

部共振器の周波数可変範囲が小さくてよく,高周波回路の構成が簡

単である｡(4)放電加工グリッドとTh-W線のシッシュ形陰極を

組み合わせて高い相互コンダクタンスをえているため電力利得が高

く,送信棟の構成が楽である｡

8F76Rは最大使用周波数250Mc,最大許容陽極損失15kWで,

テレビ放送用の電力増幅管として220Mcにおいて360Wの励振電

力で有効出力12kW以上をうることができる｡以後長期にわたっ

てテレビ放送あるいはFM放送などの標準品種として活躍すること

が期待される｡

(a)
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(b) (c)

図1 8F76Rのグリッ

左から第1グリッドブランク,第2グリ

半 金計機用トランジスタ2SC641㊧

小形電子計算燐および卓上用会計橙の普及に伴い,小形でしかも

信痺度の高い,高速スイッチングトランジスタの開発が要求された｡

2SC641は高速スイッチング用レジンモールドシリコントラソジス

タで,小形であることおよぴスイッチング時間が短く,かつ信瞭度の

高いことをその特長としている｡日立製作所日立研究所において開

発された吸湿率(0.52%)の低い,熱変形温度(137℃)の高い専用の無

水酸硬化エポキシレジンでモールドし,耐湿性,耐温度性のすぐれた

小形構造を実現した｡耐湿性を向上させるために素子表面に特殊の

コーティングを施した｡素子は精度の高いエビタキシァルウエハー

に拡散および表面安定化を行なったプレナー形構造である｡ウェハ

表1 最大定格(7も=25℃)

項 目 己

一
言
P 号l最 大 定 格 位単

レク タ･ペ
ー

ス 電圧

コ レク タ

ユニ ミ ツ

コ レ'

許 容 コ

接 合

･エミ ック電圧
タ･ペ ー

ス電圧

ク タ 電 流

レ ク ク 損 失

部 温 度

l′cβO

ycEO

Vββ0

ブロ

托

71

Ⅴ
Ⅴ
V

A

W
℃

m

皿

ドおよび外観
ドブランク,グリッド,外観

ー内のキャリヤ･ライフタイムを短くし,かつ最適素子設計竜ご行なう

ことによりコレクタ･エミッタ飽和電圧Vcg(g〃f)を小さく(0.18V)

蓄積時問gぶfgを短く(10nsec)

することができた｡倍額度向上

については特に注意を払った｡

表面安定性のすぐれた素子を

組み立て,前記コーティングに

より耐湿性を向上させた｡さ

らに動作エージングを製造工程

の中に採り入れ,電気的特性の

安定化を行なった｡種々の信兢

度試験により特性の劣化がない

ことを確認した｡

このトランジスタの用途は卓

上計算機,電子楽器,カウソタ

そのはか一般コンピュータ用と

して広く,大量の需要が見込ま

れている｡
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囲1 会計戟用レジソモールド

トランジスタ2SC641⑥

山

世

せ_J
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■ HiFi用低雑音トランジスタ

2SC占50の開発

HiFi矧賞のトランジスタ化〝〕動きにはが〕ぎまい､ヰ)のがあり,

近勺㍉よIl二古根機種にまで及んでいる､つこれにともない使用トランジス

タのl緋Ii能化も従来にまして腺く要求されている｡ノ特にプリアンプ

でほ初段増幅用トランジスタが機旨芹の件能を快)王するので奉賛であ

る｡初段増幅川トランジスタとしてほ,(1)人力インピーダンス

が向いこと,(2)･-川包澗披全域にわた/-て雑音が眠いこと,(3)

帆電批レベルでの電流増船ヰiが■ゞさjく,ノ朋真数牛川三のよいことなどが

背水されるが,2SC650はこれドJの特作をすべて肺えたtIiFi初段

増幅用トランジスメである√,2SC650の巌人叫1うJミほその雑音特性

であり,これほ=､-/ニカ■順光したPM技術によ一′つてはじめて1可能にな

ったのであるlこ〉雑音,ことに肘朋友での雑二削よぉもに1kc以卜で

周波数に逆比例して増加する,いわレ♪る1/f椰音が最も女門朗くJであ

未1 電 気 的 特 件(7も=25℃)

り,これはエミッタ･ベース接合の不完全さが原因している｡接合

の不完全さは,シリコンではドープ不純物の拡散によって接合を形

成するので,高温熱処理時に生成する願化珪素膜とシリコンの熱膨

張の相異によって起こされるシリコン表面部分のひずみ層によるこ

とが多い｡通常のプレナートランジスタでは,この酸化膜をそのま

ま素子の表面安定化に憎いるので表向,｢メ､憎;ともに完全な接合を得

ることはかなり困難である｡これに対してPMでほ,酸化膜生成粒

度は比較的低いので,酸化膜生成前の表r白け)状態をそのままに安1上

化できる特長がある√.〕2SC650でほ,この酸化膜二1三成前に特殊な処

理を施すことにより接合リーク名流の′トさい完全に近いPN接介石ご

待て,1/f稚音成分を小さくしていると岡崎に,この処刑は増幅`--E統

率を2～3倍に増加し,さド)に_h記雑音指数を高人力抵抗側でより

低くする効果もあり,プリアンプ初段j‾¶の見なF)ず,-▲舶の巾流増

l帆 チョッパ用としても適当なトランジスタとなノーつている｡
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■ マグネット制動付

回転陽極X線管の開発

P三枚用の阿転院梅Ⅹ紙背は,封じ切りの高真乍ガラス容器中で陽

梅が高速度でl[一極三するり〕で,iて牛中に取り付けられている軸受の寿

命は窮要な問題であるし11l､1.仁製作所ではこの軸受に特殊のものを採

用して今まで良好ない11転l捌転Ⅹ線管を製イ乍してきたカ＼40年度かじ)

Ⅹ線管の似極にマグネットを取り什けて,陽極の惰性阿転を制動す

る方法(特許第4n7924り一)を適川し,矧抗の使用寿命を格段に向

上させることができた｡図1はこの構造の概略であるが,固定部分

に取り付けたてグネ､ソトからの磁心こより,惰性回転中の陽極に制

動力が働くわけである‥ てグネ､ソトは5()0℃の耐熱件があり,また

カ､'ス放出〝〕少ない材官㌣‾亡作仁)れている′J

一柳こⅩ線倣影を行なう場合は,J)ずか1秒未満の短時間で撮影

は終+′するが,陽棒はその後も怖性回転を数分以上続けるので,軸

受は惰性【せ】転中に多く消耗する｡,什卸ラ1転陽極Ⅹ線管(ヒッターノ

ーート')の場††は,軸受の回転性能を牛如こJ辻くしてあるので,今まで

20､40分あ一つた惰性円転=抑Jを,てグネ､ソトを取り付けることによ

り約1～2分に短鮒Lた〔このたが)むだな回転を子ナなj)ないで済む

ので,〃止りに5分間に1回の渕介で伽影する場合を考えると､槻景子

1l!jl､当たりの軸受の阿転数は,マグネット榔動することにより約

単位

Ⅴ

A

A
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d B

d B

dB

‾告

図1 HiFi用低雑宵

ト ラ ンジ スク

2SC650

舛､%で済む｡これにより製品の使用上f命は数†汁に延長することに

なる1･〉なおこのマグネットの制動力ほ,陽梅を回転起動するときに

ほほとんど影響聾しない〔)

陽極の惰性回転を別動する方法としては,一般に以前からⅩ紋?1ニ

球外のステ一夕コイ′しに逆回転させる電流,心流電流あるいは利こ【l

交流電流を流して制動する方法が知られているが,これ仁J〝つカ法は

回路が複耗になる欠点があるので,一部の高根装置にしか位われな

かった｢)これに比べてマグネット制動のⅩ線管は,一般のものと全

く変わりなく使用できるので,きわ汐)て便利である‥
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岡1 マグネット制動f､‖ul転陽極Ⅹ線管の陽棒構造
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